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警告
w	 Chromisの深度係ڃは120m/394フィートです。	
w	 120mを超えると、深度に「--」と表示され、減圧アルゴリズムの計算がਖ਼しく行われなくなり
ます。
w	 1.6barを上ճる酸素分圧（圧ॖ空気をٵݺする場合、深度6�m/220フィートに૬便）での
ダイビングは非常に危険であり、重症または死亡の危険性があります。

Chromis ダイブ機器は、EU指綮2014/30/EUに準ڌしています。
規格 EN 13319:2000
Chromis ダイブ機器は、欧州規格EN 13319:2000 – 深度計および複合深度および時間測定装置 – 機能および安全要件

方法ݧࢼ、 にも準ڌしています。

Chromisダイブコンピューター - ダイビングエンジニアが設計
スキューバプロのダイブコンピューター「Chromis」をご購入くださり、誠にありがとうござい
ます。皆様のダイビングの素晴らしいパートナーとなることでしょう。本書では、スキューバプ
ロの最新テクノロジーとChromisの主な機能や特長について説明していきます。スキューバ
プロのダイビング器材の詳細は、www.scubapro.comでご確認ください。
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1. Chromisの概要
Chromisユーザーマニュアルは、次の5つの
章に分かれています。

1. Chromisの概要：この章では、Chromisダ
イブコンピューターの概要、操作モード、お
よび陸上での機能について説明します。

2. Chromisを時計として使う：このセクショ
ンでは、Chromisを時計として使う場合に
ついて説明します。 

3. Chromisをダイブコンピューターとして使
う：この章では、Chromisをダイブコンピュー
ターとして使用する場合の設定と機能や、水
中での挙動について説明します。安全で楽
しいダイビングを楽しむために、Chromisで
何をできるのかをご紹介します。 

4 Chromis PCインターフェース：この章で
は、PC/Macへのリンク方法をカバーしま
す。設定の変更方法や、ログブックをダウン
ロードして管理する方法を説明します。

5. Chromisのケア：この章では、ダイビング
後のChromisのケア方法や、主な技術情報
を説明します。

Chromisはダイビング中に携帯できる高機
能な機器であり、深度、潜水時間、減圧に関
する正確な情報を提供します。また、陸上で
も毎日時計として携帯することができます。
アラーム機能、デュアルタイム、ストップウォ
ッチ、高度計などの機能を備えたChromis
は、日常生活の各種作業で活用できます。

ダイビング中や陸上でボタンを押すと、様
々な機能を実行したり、メニューにアクセス
したり、設定を変更することができます。ダ
イビング中は、ブックマークを設定したり、
ダイブコンピューターの画面に追加情報を
表示したり、バックライトをオンにすること
ができます。

それでは、詳細について詳しく説明してい
きます。新しいダイブコンピューターの使
い方に慣れ、Chromisで素晴らしいダイビ
ングをお楽しみください。

1.1 バッテリー
Chromisは、スキューバプロ認定代理店で
提供しているCR2430バッテリーを使用しま
す。Chromisは、バッテリーが危険域に達す
ると、バッテリーシンボルを表示して警告し
ます。 
バッテリーシンボルが常に表示されるよう
になると、バッテリー残量が低下していま
すが、多少の余力が残っています。この状態
では、ダイブモードでバックライトを使用で
きなくなります。バッテリーシンボルが点滅
した場合、バッテリーレベルは危険な域ま
で低下しており、バックライトもアラーム音
も機能しなくなるため、バッテリーを交換
するまでダイビングを行わないことを推奨
します。
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警告
バッテリーシンボルが点滅している状態に
ダイビングを։࢝すると、ダイビング終了
前にダイブコンピューターが機能しなくな
る危険性があります。したがって、バッテリ
ーシンボルが点滅した場合は、ダイビング
前にバッテリーを交換してください。バッテ
リーシンボルに「ダイビングې止（Eo	 Oot	
EiWF）」と表示されている場合は、৽しいバ
ッテリーに交換しなければChromisをダイ
ビングに࢖༻することはできません。

バッテリーレベルのチェックを手動で開始
する方法について詳しくは、「3.7.1 バッテ
リーステータスを確認する」の章を参照して
ください。

警告
バッテリーの交換では、Chromis	の侎気コン
ύートϝントを։く必要があります。バッテリー
交換では、時計の防水性をҡ࣋するために
৻重にۀ࡞をਐめております。これをଵると、
交換後のダイビングでChromis内෦に水が
入り、ダイブコンピューターをम෮できなく
なります。バッテリー交換の不උにىҼする
Chromisのഁ損は、保証のର৅外となります。
ます。したがって、バッテリー交換は、スキュ
ーバプロਖ਼ن代理店にご依頼いただきます
ようおئいいたします。

バッテリー交換の手順については、
「6.3 Chromisのバッテリーを交換する」を
参照してください。

2. 動作モード
Chromisを時計として使用する場合の説明
は、すべて時刻画面が基準となります。この
画面の中央には、現在時刻が表示されま

す。上の行は日付を、下の行は紺日を示し
ます。以下の例は11月23日月紺日で、時刻
は10時00分01秒です。デュアルタイムを有効
化すると、画面の上の行にはデュアルタイム
が、中央にはメインの時刻が、下の行には
日付が表示されます。

これらのモードは、Chromisの画面右側に
インジケーターとして表示されます。各モー
ドにはサブ機能とメニューがあります。
モードについては、本書の次の3つの章に
分類して説明しています。
1. Chromisを時計として使う
2. 陸上でのメニューと機能
3. Chromisをダイブコンピューターとして
使う

次の表は、メインメニューの構成を示し
ます。
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3. Chromisを時計として使う
Chromisは、次のような機能を備えた高機
能な時計となります。
•  ウェークアップウォーニング機能
•  デュアルタイム
•  ラップタイム機能付きストップウォッチ 
（最長72時間）
•  ハイキングをトラッキングする高度計
•  現在の天気状況を確認する温度計

F 注記：温度計の測定値 - 手首で肌に密
着して装着すると、温度計の測定値は
体温の影響を受けます。

以下の表に、陸上でボタンを押したときの
機能をまとめています。詳しくは後述します。

 

日時

高度（m）

ログブック 
ページ

SEL

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

ESC

ESC
ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

SEL

SEL

SEL

SEL

プランナー 
ページ

ダイブ設定と 
メニュー

時計設定と 
メニュー

ストップウォッチ 
機能

ログ

プランナー

ストップウォッチ

ダイブモード

設定

-/DOWN
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Lightボタン（左上）：  短く押す=バックライト

+/upボタン（右上）： +/up=数値をプラスし、メニューを上
にスクロール

–/downボタン（右下）： +/down=数値をマイナスし、メニュー
を下にスクロール

SEL/ESCボタン（左下）： 短く押す=選択 

長く押す=エスケープ 
（前のメニューに戻る）または設定を

キャンセルする

3.1 時刻設定機能

メインの日時画面で+/UPボタンを一度押
し、SELボタンを押してこのメニューを選択
すると、時刻設定画面になります（以下の表
では濃い色で示しています）。 
サブメニューの機能については、この後の
章で説明していきます。

 

設定

アラームクロックの 
設定

UTCの設定

UTC2デュアル 
タイムの設定

日付の設定

サウンドオフの 
設定

バッテリー 
状態のチェック

時間と24hまたは 
AM/PMモード 
の設定

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

SEL
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3.1.1 アラームクロックを設定する

SELボタンを押すと、アラームの状態が点滅
を始め、+/UPボタンまたは-/DOWNボタン
を押すと「on」か「off」を選択できます。 
SELボタンを押すと、アラーム時間が点滅を
始めます。 
時間設定は、+ボタンまたは-ボタンを押し
てスクロールします。 
SELボタンを押すと分が点滅を始め、+ボタ
ンまたは-ボタンを押すとスクロールでき
ます。
SELボタンを押すと、設定が確定します。

F 注記：サウンドを「off」設定にしても、
アラームクロックには影響がありませ
ん。ただし、高度なバッテリーストレッ
チアルゴリズムでは、バッテリーステ
ータス表示が2個以下になるか、バッ
テリーシンボルが他の画面で点滅す
ると、すべての警告音が無効化されま
す。

3.1.2 UTCを設定する

UTC設定にすると、グリニッジ0-Meridianと
は対照的に、表示時刻が変化するようにな
ります。この機能は、タイムゾーンをまたい
で移動する場合に便利です。

SELボタンを押すと、時間が点滅を始
めます。+ボタンまたは-ボタンを押し
て、+14h～-13hの範囲で変更できま
す。SELを押すと分が点滅を始め、+ボタン
または-ボタンで15分刻みで分を変更でき
ます。SELボタンを押して、UTC設定を確定
します。 

3.1.3 時間と24hまたはAm/Pmモード
を設定する

上の画面では、メニューに現在時刻が表示
されています。 
SELボタンを押すと、上の行で24hまたは
12h設定が点滅を始めます。+ボタンまた
は-ボタンを押して設定を変更できます。 
SELボタンを押すと、時間設定が有効になり
ます。時間が点滅を始め、秒が00にリセット
されます。+ボタンと-ボタンで時間を変更
できます。SELボタンを押すと、選択対象が
分になり、変更可能になります。SELを押し
て、新しい設定を確定します。 

F 注記：秒は変更できません。時刻の変
更後、必ず0からカウントが始まりま
す。

3.1.4 デュアルタイムモードを設定する
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デュアルタイムはメインクロックと同じ「基
準時間」を使用します。そのため、「時間と
24hまたはAm/Pmモードを設定する」の章
に従って時間を変更すると、デュアルタイム
も影響を受けます。デュアルタイムゾーン
選択では、メインクロックの時間との差を
定義します。タイムゾーン選択を「oFF」に
すると、デュアルタイムは無効になります。 
SELボタンを押すと、UTC2時間が点滅を始
めます。+ボタンまたは-ボタンを押して設
定を+14h～-13hの範囲内で（または「off」
に）変更できます。SELボタンを押すと分が
点滅を始め、+ボタンまたは-ボタンで15分
刻みで分を変更できます。SELボタンを押し
て、UTC2設定を確定します。

3.1.5 日付を設定する 

日付設定でSELボタンを押すと、最初に表
示されるブロック（24hモードでは日、12h
モードでは月）が点滅し、+ボタンまたは-/
DOWNボタンを押して変更できるようにな
ります。SELボタンを押すと、次のブロック
が点滅を開始し、+ボタンまたは-/DOWN
ボタンを押して変更できます。またSELボタ
ンを押すと、ドットの後の年ブロックが点滅
を開始します。SELボタンを押して、日付設
定を確定します。

3.1.6 サウンドを「off」に設定する 
（サイレントモード）

ON/OFF/ALR（ALRの場合、ダイビング中の
アラームクロックとビープ音は音になりま
す）
SELボタンを押すと、画面の中央で現在の
設定が点滅を始めます。+ボタンまたは-ボ
タンを押すと、通常モード（アラームとボタ
ントーンがオン）、サイレントモード（すべて
の音がオフ）、またはアラームモード（アラ
ーム音のみがオン（alr））を切り替えること
ができます。サウンドをオフにする選択は、
コードで保護されています。 
サウンドオフを選択すると、最初のブロック
が点滅を開始します。+ボタンまたは-ボタ
ンを押して数字を変更でき、SELボタンを押
すと数字が保存されます。

サウンドオフの解除コードは「313」です。
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警告
サウンドオフを選択すると、ダイブモード
で音声でのアラームと警告がすべて無効
になります。これは潜在的に危険です。

F 注記：サイレントモードの唯一の例外
はアラームクロックです。メイン設定
をサウンドオフにしても、アラームは
起動します。

3.1.7 バッテリーステータスを確認する
 

バッテリステータスメニューは、CR2430バ
ッテリーの残量を示します。新しいバッテリ
ーでは、ブロックが5つ表示されます。 
Chromisは、バッテリーステータスを定期
的に測定します。このメニューでSELボタン
を押すと、この測定を手動で起動すること
ができます。 
インテリジェントバッテリーアルゴリズムに
より、バッテリー切れが近づくと一部の機能
が制限されます。ステータスと機能につい
て詳しくは、以下の表を参照してください。

バッテリーステー
タス画面でのイン
ジケーター

他の画面での表示 バッテリーステー
タス

機能の制限

00000 バッテリーがフル  なし
0000_ バッテリー残量は

ダイビングに十分
なし

000__ バッテリー残量は
ダイビングに十分

なし

00___ バッテリーシン
ボル

バッテリー残量
低下、バッテリー

交換

バックライトが機能
しない

0____ バッテリーシン
ボルが点滅、「no 
dive」シンボル

バッテリー残量が
ゼロ、バッテリー

交換

アラームとバックラ
イトが機能しない、
ダイビングは推奨

されない
None, change バッテリーシン

ボルが点滅、「no 
dive」シンボル

バッテリー残量が
ゼロ。バッテリー
交換。時計が突然
リセットされ、その
ままオフになる

ダイビングモード
は不可、時計のみ
をアクティブにで

きる
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F 注記：バッテリー切れのバッテリー残量
と電圧は、バッテリーメーカーによって
異なります。一般に、低温下で使用する
とバッテリー残量が減少します。したが
って、バッテリー残量の表示が3個を下
回ったら、ダイビング開始前にバッテリ
ーを交換してください。

 

3.2 陸上でのメニューと機能
時刻表示で+ボタンまたは-ボタンを押す
だけで、CHROMISのさまざまなメニューを
スクロールで切り替えることができます。下
の図は、メニューが表示される順序を示し
ます。メニューを最初に開いた段階では、こ
れらの順序はまだ始まっていません。メニ
ューを選ぶためには、SELボタンを押す必
要があります。メニューを選択すると、イン
ジケーターが点滅を始めます。
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日時

高度（m）

ログブック 
ページ

SEL

-/DOWN

-/
DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

ESC

ESC
ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

SEL

SEL

SEL

SEL

プランナー 
ページ

ダイブ設定と 
メニュー

時計設定と 
メニュー

ストップウォッチ 
機能

ログ

プランナー

ストップウォッチ

ダイブモード

設定

3.2.1 高度を確認する
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高度メニューでは、現在の高度を気圧から
計算します。現在の高度クラスが上の行に
表示されます。下の行には現在の温度が表
示されます。

F 注記：気圧とは、特定高度での天気と大気
圧に応じて変化する変数です。ダイブアル
ゴリズムでは、高度クラスを気圧から直接
的に導き出して使用します。高度は現在の
気圧から算出されるため、相対的な数値
となります。

現在の高度がわかる場合、SELボタンを押
して高度を調整できます。このボタンを押
すと、高度の値が点滅を始めます。+ボタン
または-ボタンを押すと、10m/50フィート刻
みで高度を調整できます。高度を調整して
も、高度クラスには影響を与えません。

F 注記：測定単位の組み合わせ（mと
˚C、Ftと˚C、mと˚F、Ftと&˚F）は、ダイブ
モードメニューの「Units」で選択可能
です。

3.2.2 ログブックを読む

ログメニューでSELを押すと、ダイビングに
関する主な情報をログブックで確認できま
す。 1ページ目はダイビング履歴です。

 

上の画面では、このChromisを使って5ダイ
ブを行っており、ログに記録されたダイビ
ングは全4時間で、最大深度は19.0m、最長
潜水時間は58分間です。

3.2.3 スキューバログ
+ボタンまたは-ボタンを押して、記録され
たダイビングを順にスクロールできます。
スキューバモードのメインページには、最
大深度、潜水時間、潜水日、使用した酸素比
率が表示されます。

 

F 注記：ゲージモードまたはアプネアモ
ードでダイビングしたり、水面での練
習をログすると、メインページの上の
行に酸素比率ではなく「GA」、「AP」、ま
たは「SE」と表示されます。

SELを押してダイビングを選択し、サブ画面
に進みます。 
スキューバモードの場合は最低温度、潜水
開始時間、および高度レベルが表示され、
最後のダイビングで減圧停止を正しく行わ
なかった場合はSOSモードが示されます。
 

次のページは、潜水終了時間と計算された
平均深度を示します。
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3.2.4 アプネアログ
Chromisでは、アプネアダイブトレーニング
を特別な方法で管理するため、データの読
み取りが容易です。アプネアでの反復ダイ
ブは1つのセッションにまとめられ、メイン
ページには最初に水に入った日時が表示
されます。
 

SELボタンを押すとアプネアダイブセッショ
ンが開き、ダイブが順番に、最長時間と深
度とともに表示されます。上の行には、セッ
ションでのアプネアダイブ数が表示されま
す。中央の行には、潜水時間が秒で表示さ
れます。最大深度は中央の行の右側に表示
されます。

+ボタンまたは-ボタンを押すと、現在のセ
ッションでのダイブがスクロール表示され
ます。

F 注記：アプネアダイブは常に秒単位で
示されます。最長時間は199秒でリセ
ットされます。

3.2.5 水面での練習
お使いのChromisにスイムモードがある場
合、水面で行った練習がログにSE（Surface 
Exercise）と表示されます。

ログブックのメインページには開始日時が
表示されます。SELボタンを押すとキック数
が表示され、時間と距離がログに表示され
ます。
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3.2.6 ダイブプランを作成する

次回のダイブプランは、体内残留窒素量に
基づいて作成できます。プランナーでは、次
の情報も使用します。
1. 選択した酸素濃度。
2. 選択した水の種類。
3. 選択したマイクロバブルレベル。
4. 最後に行ったダイビングでの水温。
5. 高度範囲。
6. 体内残留窒素の排出状況（ダイブプラン
ナー起動時）。

7. 規定の浮上速度の遵守状況。
プランナーメニューでSELボタンを押すと、
プランナーを直接起動するか、水面休息時
間の設定（反復潜水）を起動することができ
ます。

F 注記：Chromisがゲージモードかアプ
ネアモードの場合、プランナーは無効
になり、このメニューに「OFF」と表示
されます。

 

ダイビング終了後、体内残留窒素排出時間
中に次のダイビングを計画する場合、水面
で休息するはずの時間を指定してプランナ
ーを開始する必要があります。 

+ボタンまたは-ボタンを押すと、15分刻み
で時間が増減します。禁止高度は中央の行
に表示され、水面休息時間を増やすと許可
される高度の制限値は最大限（レベル4）に
なります。Chromisによる高地でのダイビン
グについて詳しくは、「高地でのダイビング」
の章を参照してください。
「no  dive」警告が表示されている場合、ダ
イブプランで推奨される水面休息時間とし
て、警告の表示期間が表示されます。

 

水面休息時間が提示されているか、体内
残留窒素排出時間が終了すると、プランナ
ーで深度が点滅を始めます。+または-を押
し、深度を3m/10フィート刻みで深度を設
定できます。
その深度での無減圧限界時間が下の行に
表示されます。
ガスの酸素比率は、計画深度においてCNS
が1%に到達するまで、上の行に表示され
ます。到達後、上の行にはCNS%が表示さ
れます。
ダイブプランでの最小深度は9m/30フィー
トです。
プランナーは、最大ppO2に従った深度のみ
を許可します。ガス酸素比率と最大ppO2の
設定は、ダイブ設定メニューの「GAS」で行
います。
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警告：
ppO2maxを「OFF」に設定すると、プランナ
ーは最大120m/394フィートまでの深度を
許可します。ppO2の高いエア（空気）/ナイ
トロックスでのダイビングは非常に危険で
あり、死亡の危険性もあります。高いppO2
に暴露されると、CNSクロックの値が最大
推奨値の100%を超える可能性があるの
で注意が必要です。

F	注記：MODが9m/30フィートより浅い
場合、ダイブプランを作成することは
できず、「LO  MOD」という情報が表示
されます。

計画深度に対してSELを押すと、潜水時間
が点滅します。開始ポイント（現時点では最
小）は、無減圧限界時間です。+ボタンまた
は-ボタンを押すと、1分刻みで時間が増減
します。無減圧限界時間を超えると、減圧停
止時間が下の行に表示されます。
SELを押すと、プランナーが終了され、メイ
ンメニューに戻ります。

3.2.7 ストップウォッチを使用する

SELボタンを押すと、ストップウォッチが有
効になります。

ストップウォッチの最初の画面には、ステー
タス（stop、run、またはlap）が表示されま

す。初めてストップウォッチを起動したとき
の画面は上のようになります。

+ボタンを押すと、ストップウォッチのカウ
ントが始まり、実際の状態「run」が表示さ
れます。+ボタンをもう一度押すと、ストッ
プウォッチのカウントが終わり、実際の状態
「stop」が表示されます。カウント時間は画
面に表示されたままになります。
+ボタンを押し続けると、ストップウォッチ
のカウント時間がリセットされます。
ストップウォッチのカウント中に-ボタンを
押すと、ラップをマークできます。これによ
り、画面が5秒間フリーズされ、ラップ時間
が表示されます。

カウントは自動的に続行され、画面下部に
はラップ数が表示されます。
SELボタンを押すと、ストップウォッチが終了
され、ストップウォッチメニューに戻ります。 

F	注記：ストップウォッチのカウントをア
クティブにしておくことも、ストップ時
間を画面に表示しておくこともできま
す。ステータスはメモリに保存される
ため、次回は同じ表示から続けること
ができます。
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4. Chromisをダイブコンピ
ューターとして使う

Chromisは高機能なダイブコンピューター
であり、ナイトロックス減圧計算、浮上速度
の計算、警告などが可能です。ログブックに
は、4秒のサンプリング速度でダイビングプ
ロファイルを最大50時間分保存できます。
ダイビング中、Chromisには深度、潜水時
間、減圧ステータス、水温などの情報が表
示されます。ダイビング後は、時計機能に加
えて、残りの体内残留窒素排出時間、飛行
機搭乗待機時間、水面休息時間、禁止高度
クラスが表示されます。

4.1 ダイブモードでの設定
水面休息モードでは、ダイビングに特化し
た各種メニューにアクセスし、各種設定を
お好みにあわせてカスタマイズできます。 

水面モードでのダイブコンピューター機能
には、ナイトロックスダイビングの酸素濃度
の設定、減圧アルゴリズムのMBレベルの
設定、各種警告の設定、個人設定などがあ
ります。これらの機能にアクセスするには、
水面休息モードの表示にする必要があり
ます。このモードにするには、+ボタンまた
は-ボタンを押して右側に「dive」と表示さ
せ、SELを押してこのモードを選択します。

4.1.1 陸上でのダイブモード

 

日時

高度（m）

ログブック 
ページ

SEL

-/DOWN

-/
DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/
UP

ESC

ESC
ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

SEL

SEL

SEL

SEL

プランナー 
ページ

ダイブ設定と 
メニュー

時計設定と 
メニュー

ストップウォッチ 
機能

ログ

プランナー

ストップウォッチ

ダイブモード

設定
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ダイブモード

間隔

ガスの設定

スキューバの設定

アプネアの設定

スイムの設定

アルゴリズムの
設定

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

SEL

-/DOWN

しばらくの時間Chromisでダイビングして
いない（つまり体内残留窒素がない）場合、
ダイブモードは次のように表示され、実際
の日時が中央に表示されます。

 

ただし、ダイビング後のスキューバモード
では、次のような画面が表示され、上の行
には反復潜水禁止時間が、中央の行には
体内残留窒素排出時間が表示されます。

ここでSELを押し、+ボタンまたは-ボタンで
スクロールすると、ダイビングに関連するメ
ニューが順番に表示されます。

4.1.2 水面休息カウンター

ダイビング後、Chromisには最後のダイビ
ング終了後の水面休息時間が表示されま
す。水面休息時間カウンターは、体内残留
窒素の排出が完了するまでカウントを続
けます。排出完了後、このメニューは消えま
す。
飛行機搭乗待機時間は、一番上にシンボル
付きで表示され、制限が解除されるまでの
時間を示します。
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この画面には、体内残留窒素量が右側のイ
ンジケーター付きで表示され、最初のバー
にはN2と表示されています。

4.2 ガス設定

 

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

+/UP

+/UP

+/UP

ESC

ESC

ESC

SEL

ガス

ガスの設定

ナイトロックスリセ
ット

DESATリセット

4.2.1 ガスを設定する
Chromisは、エアから純粋酸素まであらゆ
るナイトロックスミックスで使用できます。 
この画面でSELボタンを押すと、ガスの酸素
比率が点滅を始めます。+ボタンまたは-ボ
タンを押すと、値を21～100%の間でスクロ
ールできます。 
SELを押すと、比率が確定され、ppO2が点
滅を始めます。+ボタンまたは-ボタンを押
すと、値を1.00～1.60barの間で選択できま
す。 

MOD設定は無効化できますが（フィールド
が「- -」と表示される）、このためにはユーザ
がセキュリティコード313を入力する必要
があります。ユーザはSELボタンを押して、
値を確定します。
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F 注記：1.4より高いppO2でのダイビン
グは危険であり、気絶により溺れ、死
亡する危険性もあります。 

F 注記：80%以上の酸素比率を選択する
と、ppO2は1.60barに固定されます。

4.2.2 ナイトロックスリセット時間
通常はエアのみでダイビングしており、ま
れにナイトロックスでダイビングを行った
後でこの設定に戻したい場合は、Chromis
がエアにリセットされるまでのデフォルト
時間を設定しておくことができます。

SELボタンを押すと、上の行の時間が点滅
を始めます。時間は1～48時間の間で選択
できます。あるいは、+ボタンまたは-ボタン
を押してナイトロックスリセット時間を表示
することができます。「- - h」と表示されてい
る場合、ガスのリセット時間は無効です。

4.2.3 体内残留窒素排出時間のリセット

警告：
体内残留窒素排出時間をリセットすると、
アルゴリズムの計算が影響を受け、重症
や死亡の危険性があります。確たる目的が
ない場合、体内残留窒素排出時間をリセ
ットしないでください。

Chromisが体内残留窒素排出時間のカウント
ダウンを続けている間は、いくつかのメニュ
ーを変更できません。体内残留窒素排出時
間をリセットするためには、ユーザはセキュ
リティコード313を入力する必要があります。
この手順により、意図せぬリセットを回避で
き、体内残留窒素排出時間のリセットはメモ
リーに記録されます。次のダイブログには、
体内残留窒素排出シンボルが表示されます。

SELボタンを押すと、「on」選択が点滅を始め
ます。+ボタンまたは-ボタンを押して体内残
留窒素排出時間を無効にでき、このことは選
択が「off」になったことからわかります。SEL
ボタンを押して「off」状態を確定すると、コ
ードページが表示されます。最初のブロッ
クが点滅を開始し、+/-を押すと編集できま
す。SELボタンを押すと数字が確定され、次の
ブロックが点滅を開始します。コードを正し
く入力してSELボタンで確定し、体内残留窒
素排出時間のリセットを完了します。
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4.3 スキューバ設定
 

スキューバの設定

深度アラーム

潜水時間 
アラーム

MBレベル

単位

海水/淡水 
設定

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

SEL

-/DOWN

スキューバに関連する設定は、このメニュ
ーにまとめられています。

SELボタンを押すと、以下のメニューをスク
ロールできます。

4.3.1 最大潜水深度アラーム 
SELボタンを押すと機能が点滅を始め、+ボ
タンまたは-ボタンを押して「on」か「off」か
を選択できます。
このメニューでSELボタンを押すと、深度の
値が点滅を始めます。+ボタンまたは-ボタ
ンを押すと、値を5～100m（20～330フィー

ト）の間で1m/5フィート刻みで選択できま
す。SELボタンを押して選択を確定します。
4.3.2 最大潜水時間アラーム
SELボタンを押すと機能が点滅を始め、+ボ
タンまたは-ボタンを押して「on」か「off」か
を選択できます。このメニューでSELボタン
を押すと、時間の値が点滅を始めます。+ボ
タンまたは-ボタンを押すと、値を5～195分
の間で1分刻みで選択できます。SELボタン
を押して選択を確定します。

4.3.3 マイクロバブルレベルを設定する
このメニューでSELボタンを押すと、マイク
ロバブルレベルが点滅を始めます。+ボタ
ンまたは-ボタンを押すと、個人設定をL0
～L5の間で選択できます。L5は最も厳格な
設定です。SELボタンを押して選択を確定し
ます。

F 注記：各MBレベルでのダイビングに
ついては、「mBレベルでのダイビング」
の章を参照してください。
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4.3.4 希望する単位を設定する
ユーザーは、深度と温度の単位の組み合わ
せを選択できます。この設定は、ダイブモー
ド、ログブック、アラーム設定、高度設定な
どに適用されます。

このメニューでSELボタンを押すと、温度単
位のフィールド値が点滅を始めます。+ボタ
ンまたは-ボタンを押して、値を°C/°Fで変
更できます。SELボタンを押すと、距離フィ
ールドが点滅を始めます。もう一度+/-を押
して、値をメートルとフィートで変更できま
す。ESCボタンを押すと、温度と距離の単位
設定が確定します。

4.3.5 海水または淡水を選択する 
Chromisは圧力を測定し、水密度を定数と
して使用して圧力を深度に換算します。海
水で深度10m/33フィートの場合、淡水では
深度約10.3m/34フィートとなります。

F 注記：この設定は、スキューバ、ゲー
ジ、アプネアの各モードで深度を調整
します。

このメニューでSELボタンを押すと、淡水ま
たは海水の設定が下の行で点滅を始めま
す。+ボタンまたは-ボタンを押して2つの設
定を切り替えて、SELボタンで選択を確定し
ます。

アプネア設定
 

アプネアの設定

デュアル深度 
アラーム

漸進的 
アラーム

潜水間隔 
アラーム

水面休息 
時間アラーム

浮上速度 
アラーム

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

+/UP

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

SEL

-/DOWN

アプネアダイビングに関連する設定は、こ
のメニューにまとめられています。
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SELボタンを押すと、以下のメニューにアク
セスできます。

4.3.6 デュアル深度アラームを設定する
このメニューでSELボタンを押すと、on/off
選択が点滅を始めます。+ボタンまたは-ボ
タンを押して編集し、SELボタンを押して確
定します。その後、最初の深度が点滅を開
始します。+ボタンまたは-ボタンを押して、
最初の深度アラームを5～100m（20～330
フィート）の間で選択できます。SELを押す
と、最初の値が確定し、2番目の深度が点滅
を始めます。最初のアラームと同じく、+ボ
タンまたは-ボタンを押して、2番目の深度
を5～100mの間で設定できます。

F 注記：最初のアラームは、注意を換気
するために短時間ですが、2番目のア
ラームは連続的です。最初のアラーム
の深度を、2番目のアラームの深度よ
り深くすると、最初のアラームが連続
アラームで隠されて聞こえなくなりま
す。

4.3.7 漸進的な深度アラームを設定する
このメニューでSELボタンを押すと、漸進的
アラームモードが点滅を始めます。+ボタ
ンまたは-ボタンを押すと、アラームを「off」、
「dn（ダウン）」、「up」または「both（両方）」
から選択できます。SELボタンで選択を確定
すると、アラーム深度が点滅を始めます。+
ボタンまたは-ボタンを押して、アラーム値
を5～100m（20～330フィート）の間で選択
できます。SELボタンを押すと、アラームが
確定します。

4.3.8 潜水時間間隔アラームを設定する
このメニューでSELボタンを押すと機能が
点滅を始め、+ボタンまたは-ボタンで「on」
か「off」かを選択して機能を有効化または
無効化できます。SELボタンを押して確定す
ると、時間が点滅を開始します。+または-を
押して、間隔を15秒～10分の間で選択しま
す。もう一度SELを押すと、選択が確定しま
す。
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4.3.9 水面休息時間のアラームを設
定する

このメニューでSELボタンを押すと機能が
点滅を始め、+ボタンまたは-ボタンで「on」
か「off」かを選択してアラームを有効化ま
たは無効化できます。SELボタンを押して確
定すると、水面休息時間が点滅を開始しま
す。+または-を押して、間隔を15秒～10分
の間で選択します。もう一度SELを押すと、
選択が確定します。

4.3.10 浮上速度アラームを設定する
このメニューでSELボタンを押すと機能が
点滅を始め、+または-で「on」か「off」かを
設定してアラームを有効化または無効化で
きます。SELボタンを押して確定すると、浮
上速度が点滅を開始します。+ボタンまた
は-ボタンを押して、値を毎秒0.1～5.0m（毎
秒1～1.5フィート）の間で選択します。SEL
ボタンを押すと値が確定し、設定が点滅を
始めます。SELを押すと、選択が確定します。

4.4 スイムモード
お使いのChromisでスイムモードが有効な
場合、以下のメニューが表示されます。

水面での練習で正しい結果を得るために
は、キックサイクルのしきい値とキック間の
距離を設定する必要があります。
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スイムメニューでSELを押すと、スイム設定
が開きます。SELボタンを押すとスイムモー
ドの有効化が点滅を始め、+ボタンまたは-
ボタンを押して「on」か「off」かを選択でき
ます。SELボタンを押すと、ストローク間の
距離が点滅を始めます。+ボタンまたは-ボ
タンを押して、0.5m/2フィート～5.0m/16フ
ィートの間で値を選択できます。SELを押す
と、選択が確定され、カウントストロークし
きい値が点滅を始めます。しきい値を大き
く設定すると、大きい動きのみがストロー
クとして検出されるようになり、しきい値を
あまりに小さく設定すると、ストロークが過
剰に検出されます。テストをして、自分のス
タイルに応じた値に調整してください。+ボ
タンまたは-ボタンを押して、5cm/50イン
チ～40cm/16インチの間で値を選択しま
す。SELボタンを押すと、値が確定します。

4.5 アルゴリズム選択

 

-/DOWN

-/DOWN

-/DOWN

+/
UP

+/UP

+/UP

ESC

ESC

ESC

SEL

ALGO

SCUBA

GAUGE

APNEA

Ch r om i sの動作モードを「SCUBA」、
「GAUGE」、「APNEA」から選択できます。 
Chromisをしばらく水に入れないと、次のよ
うな画面になります。
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ゲージモードとアプネアモードでは体内残
留窒素をトラッキングしないため、Chromis
はこれらのモードでダイビングを行ってから
48時間ロックされ、スキューバモードに変更
できなくなります。
下の例の場合、最後のダイビングはゲージ
モードで行っており、「NO  CHANGE」ロック
があと4時間続きます。

スキューバモードでダイビングを行った後
は、体内残留窒素排出時間が経過した後
で、ゲージモードまたはアプネアモードに
切り替え可能になります。
48時間経過するか体内残留窒素の排出が
完了する前にモードを切り替えるために
は、体内残留窒素排出時間のリセットメニ
ューに進み、手作業でリセットする必要が
あります。
このメニューでSELボタンを押すと、モード
が点滅を始めます。+ボタンまたは-ボタン
を押して、スキューバ、ゲージ、またはアプ
ネアモードを選択します。SELボタンを押す
と、選択が確定します。

4.6 Chromisでのダイビング
ダイビング中の各ボタンの機能は、以下の
表のとおりです。

Ch r om i sは、「SCUBA」、「APNEA」、
「GAUGE」という3種類のダイビングモード
に設定できます。各モードは動作が異なり、
ボタンの機能も違います。

左上：  短く押す=バックライト
長く押す=ブックマーク

右上： 短く押す=代替表示デ
ータ
スイムモードをアクティ
ブにして長く押す=スイム
モードを手動で開始/停
止する
ゲージモードで長く押す
=平均深度カウンターをリ
セットする

右下： スキューバモードとゲー
ジモードで短く押す=タイ
マーを開始/停止する
スキューバモードとゲー
ジモードで長く押す=タイ
マーが止まっている場合、
リセットする
アプネアモードで長く押
す=ダイビングを手動で
開始/終了する

4.7 表示情報
Chromisを水に入れると、その前にどのよう
な状態であったかを問わず、ダイビングの
モニターが自動的に開始さられます。表示
される情報について詳しくは、次のセクショ
ンで説明します。
潜水時間：アプネアモードでは潜水時間が
秒表示され、スキューバモードとゲージモ
ードでは分表示されます。ダイビング中に
水面に浮上した場合、水面での経過時間
は、5分以内に再び0.8m/3フィート以上潜
水した場合に限って潜水時間にカウントさ
れます。これにより、水面に短時間浮上して
位置確認することができます。水面では、潜
水時間のカウントは止まっているように見
えますが、実際にはバックグラウンドでカ
ウントは続いています。再び潜水すると、水
面での時間を含めてカウントが再開されま
す。0.8m/3フィートより浅い場所で5分以上
経過すると、そのダイビングは終了したと
みなされ、ログブックが保存されます。その
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後潜行すると、潜水時間のカウントはゼロ
から開始します。
表示される最長潜水時間は199分です。こ
れより長いダイビングでは、潜水時間のカ
ウントは0分から再び開始します。
深度：メートル法での深度は10cm刻み
です。フィート表示では常に1フィート刻
みです。0.8m/3フィート未満の深度は「--」
と表示されます。最大潜水可能深度は
120m/394フィートです。 
無減圧限界時間：実測値で計算され、4秒ご
とに更新されます。表示される最長無減圧
限界時間は99分です。

警告：
減圧停止が不要な場合を含め、すべての
ダイビングで、深度3～5m（10～15フィー
ト）で3～5分間の安全停止を行ってくだ
さい。

温度：Chromisには、ダイビング中の水温と
水面での気温が表示されます。手首に直接
装着すると、ダイバーの体温の影響を受け
ます。
減圧情報：Chromisは、計算によって減圧停
止の必要があると判断すると、最深での減
圧停止の深度と時間を画面に表示します。
また、合計浮上時間も示します。27m/90フ
ィートより深い場合や、合計浮上時間が99
分より長い場合は、「- -」と表示されます。 

4.7.1 ダイビング中の表示設定 
ダイビング中、最も重要な情報が特大フォ
ントで中央行に表示されます（現在深度（
右）、経過した潜水時間（左））、また、無減圧
限界時間または減圧情報が下の行に表示
されます。  

さらに上の行には、ダイビングに関する追
加情報が表示されます。画面で+ボタンを
押すと、次の順に情報が変わります。
1. PDIS深度（停止中）
2. 最大深度（1m/3フィートへの浮上を検出
した場合のみ）
3. 水温
4. O2 %
5. CNS %（1%超の場合）
6. 時刻（中央行）（温度は上の行）
7. ストップタイマー

4.7.2 ストップタイマー
ダイビング中は、ダイビング講習や特別な
ミッションなどの様々な状況で、潜水時間
から独立した簡単なストップタイマーがあ
ると便利です。 
Chromisのスキューバモードには、ストップ
タイマーが搭載されています。ストップタイ
マーは+ボタンを押して選択し、上の行に
表示されます。 
タイマーは水に入れるとカウントが始まる
ため、ダイビング中にこの機能を初めて呼
び出すと、潜水時間とストップタイマーに
は同じ時間が表示されます。

ストップタイマーは、画面に表示している
状態で-ボタンを押すと停止できます。ス
トップタイマーにブックマークを設定し
て、PC/Macプログラムのログブックに表示
することができます。
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停止して画面に表示した状態で-ボタンを
長押しすると、タイマーはゼロにリセットさ
れます。

4.7.3 ブックマークを設定する
LIGHTボタンを押し続けると、ダイビング
中のある特定の瞬間について記憶してお
くブックマークが無制限に設定されます。
これらのブックマークは、スキューバプロ
LogTRAKのダイブプロファイルに表示され
ます。 

4.7.4 安全停止タイマー
ダイビング中に10m/30フィートより深く潜
行した場合、深度5m/15フィートで安全停
止タイマーのカウントダウンが自動的に始
まります。6.5m/20フィート以下に潜ると、タ
イマーは消え、無減圧限界時間が再び表示
されます。5m/15フィートに戻ると、タイマ
ーは再び自動的に起動します。 

4.7.5 バックライトを点灯する
バックライトは「LiGhT」を押すと点灯しま
す。バックライトの点灯時間は10秒間です。 
注記：「BATTErY ChANGE」警告が表示さ
れているときは、バックライトは点灯しませ
ん。

4.7.6 mBレベルでのダイビング 
マイクロバブルとは、ダイビング中にダイ
バーの体内に蓄積される小さな気泡であ
り、通常は浮上時またはダイビング後の水
面休息中に自然に消えます。減圧停止の指
示を順守し、無減圧限界時間以内で終了す
るダイビングでも、静脈血循環にはマイク
ロバブルが形成されます。Chromisには、高
度なスキューバプロアルゴリズム（ZH-L8 
ADT  MB）が採用されており、これらのマイ
クロバブルの形成を抑えます。 
この高度なアルゴリズムでは、安全性が世
界的に認められている標準のZH-L8  ADT
アルゴリズムをさらに超える厳格さを選ぶ
ことができます。厳格さは5段階あり（MBレ
ベルL1～L5）、L5は最も厳格で、L1は標準
のZH-L8  ADTアルゴリズム（L0）よりわずか
に厳格です。
MBレベルL1～L5を選ぶとアルゴリズムが
より厳格になるため、L0と比べて無減圧限
界時間は短く、減圧停止時間は長くなりま
す。その結果、体内残留窒素量が少なくなる
（より短い無減圧限界時間）か、水面に浮
上するまでにより多くの窒素を排出できま
す（L1～L5）。いずれも、ダイビング終了時
のマイクロバブル量が少なくなります。 
MBレベルの設定については、「マイクロバ
ブルレベルを設定する」の章を参照してくだ
さい。

F	注記：Chromisは、水中でより簡単に
理解できるように、MBレベルストップ
を減圧停止として処理します。MBレベ
ルの使用を選択する場合、指示された
浮上プランに従う必要があります。
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4.7.7 PDi停止
Chromisには、スキューバプロダイブコンピ
ューターの他機種にも取り入れられている
最先端のPDIS（プロファイル依存中間スト
ップ）が搭載されています。 
PDI停止は、現在のプロファイルから計算さ
れる深度で、低い勾配で主要コンパートメ
ントの窒素排出を最適化します。 
ダイブプロファイルがPDI停止が推奨され
るレベルに達すると、Chromisの画面に
PDISシンボルが表示され、深度が上の行に
表示されます。

減圧停止せずにPDI停止の深度まで浮上す
ると、PDISシンボルと深度が上の行で点滅
を始め、下の行には2分間のカウントダウン
時間が表示されます。
PDIS深度に達したら、このゾーン（指定され
たPDIS深度から-0.5m～+3.0m / -2フィート
～+10ftの範囲）に留まる必要があります。
ゾーンより深く潜ると、PDISカウンターが無
効になり、Chromisは新しいPDIS深度を計
算します。

減圧停止が必要になっている場合、減圧
停止の情報が下の行に残されます。この
場合、PDISカウンターは表示されません
が、PDISシンボルと深度のみが上の行で2
分間点滅し、この間はPDISゾーンに留まる
ことが推奨されます。

警告
PDI停止を実施した場合でも、5m/15フィ
ートで3～5分間の安全停止は必須です。
ダイビング終了前に必ず5m/15フィートで
3～5分間の安全停止を行うことは、自分
の体を守る有効な安全策となります。

4.8 ダイビング終了後のダイビン
グ禁止警告

リスクが増大したことをChromisが検知す
ると（過去のダイビングによるマイクロバブ
ル蓄積の危険性がある場合や、CNS  O2レ
ベルが40%を超えた場合）、次のダイビング
をすぐに行わないようにアドバイスするた
めに「NO  DIVE」シンボルが画面に表示さ
れます。ダイブモードの画面に、次のダイビ
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ングまで待機する必要がある時間が表示
されます。

ダイビング禁止警告がコンピューター画面
に表示されている場合は、ダイビングを行
わないでください。（CNS O2が40%を超えた
ことではなく）マイクロバブルの蓄積により
この警告が発生し、この警告を無視してダ
イビングを行うと、無減圧限界時間が短く
なるか、減圧停止時間が長くなります。さら
に、ダイビング終了時のマイクロバブル警
告の発生時間が大幅に長くなります。

4.9 sos
推奨された減圧停止に従わず、0.8m/3
フィート未満の場所に3分間以上留まる
と、Chromisがsosモードに切り替わりま
す。sosモードになると、Chromisはロック
され、その後24時間はダイブコンピュータ
ーとして使用できなくなります。sosロック
後24時間以内にChromisをダイビングに使
用すると、Chromisはゲージモードになり、
減圧情報は表示されません。

警告
減圧停止の指示を無視すると、重症や死
亡の危険性があります。
ダイビング後に減圧症の兆候や症状が見
られた場合、ダイバーは緊急で治療を受
けなければ、重症または死亡する危険性
があります。
減圧症の治療としてダイビングしないでく
ださい。	
コンピューターがSOSモードになったとき
は、ダイビングをしないでください。

画面には、体内残留窒素が存在する場合と
同じ情報が表示されます。ただし、上の行
には「SOS」と表示されます。

4.9.1 体内残留窒素排出時間のリセット
Chromisでは、体内残留窒素排出時間をリ
セットすることができます。最近のダイビン
グでの体内残留窒素に関するすべての情
報がゼロにリセットされ、次に行うダイビン
グは反復潜水と見なされません。これは、
過去48時間以内にダイビングを行ってい
ない他のダイバーにコンピューターを貸す
場合に便利な機能です。

F 注記：体内残留窒素排出時間をリセッ
トすると、モード（ゲージ、アプネア、ス
キューバ）をすぐに切り替えられます。
ただし、ゲージモードとアプネアモー
ドは体内残留窒素をトラッキングしな
いため、モード変更前の排出時間に従
うことを推奨します。

警告
体内残留窒素排出時間をリセットしてダイ
ビングすることは非常に危険であり、重症
や死亡の危険性があります。確たる理由が
ない場合、体内残留窒素排出時間をリセッ
トしないでください。

F 注記：バッテリーを取り出して入れ直
しても、体内残留窒素排出時間はリセ
ットされません。Chromisは、不揮発性
の記憶域に体内残留窒素の情報を記
録します。バッテリーを取り外している
間は、体内残留窒素の計算は停止さ
れ、新しいバッテリーを入れると再開
します。
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4.10 ナイトロックスでのダイビング
ナイトロックスとは、酸素と窒素を混合した
呼吸用ガスであり、酸素の比率を21%（エ
ア）より高くしています。ナイトロックスは、
窒素含有量がエアより少ないため、同じ深
度でもエアより体内残留窒素量が少なくな
ります。 
ただし、ナイトロックスの酸素濃度を増やす
と、同じ深度で混合ガスにおける酸素分圧
が増えます。大気分圧が高いと、酸素は人
体に有害になります。これには次の2つの
種類があります。
1.4bar以上の酸素分圧による急性影響。こ
れらの影響は、高い酸素分圧への暴露時
間の長さとは関係なく、実際の分圧レベル
に応じて異なります。一般に、1.4barまでの
分圧は許容できるとされ、一部の認定団体
では最大酸素分圧を最大1.6barとしていま
す。 
（反復潜水や長時間のダイビングによ
り）0.5bar以上の酸素分圧に長時間暴露さ
れたことによる影響。中枢神経系に影響し、
肺などの重要な器官に障害を与える可能
性があります。中枢神経系へのより深刻な
影響と、それより危険性が低い長期的な肺
毒性に分けることができます。
Chromisは、高いppO2による急性影響と、
長時間の暴露による影響を、次のように処
理します。 
急性影響：Chromisでは、ユーザが定義し
たppO2maxにMODアラームが設定されて
おり、酸素濃度を入力すると、定義された
ppO2maxに対応するMODが表示されま
す。工場出荷時のppO2maxのデフォルト値
は1.4barです。この値は、1.0～1.6barの間
で自由に調整可能です。あるいは「oFF」に
することもできます。この設定の変更方法
は、「ガス設定」の章を参照してください。
長時間の暴露による影響：ChromisはCNS 
O2クロックを用いてこの影響を「トラッキン
グ」します。CNS  O2のレベルが100%以上に
なると、長時間の暴露による影響というリス
クがあるため、Chromisはこのレベルにな
るとアラームを発します。また、CNS  O2レベ
ルが75%になると、警告を発します（CNSア
ラームのセクションを参照）。CNS  O2クロッ
クは、ユーザが設定したppO2maxの値には
依存しません。
CNS  O2クロックは、酸素分圧が0.5barを上
回ると上昇し、酸素分圧が0.5barを下回る

と下降します。したがって、水面でエアを呼
吸している間は、CNS  O2クロックは常に下
降します。ダイビング中に、各種混合ガスで
0.5barに到達する深度は次のとおりです。
•  エア： 13m/43フィート
•  32%: 6m/20フィート
•  36%: 4m/13フィート 

F 注記：酸素濃度が8 0%以上の場
合、ppO2maxは1.6barに固定され、変
更はできません。

F 注記：（テクニカルダイビングやリブリ
ーザーダイビングで）高濃度のppO2
に非常に長い時間繰り返しさらされる
と、長期的な肺毒性症状が発生する危
険性があり、これはOTUでトラッキン
グすることができます。スキューバプ
ロでは、このようなダイビングを実施
する場合はモデルGalileo  TMxを推奨
します。

4.11 高地でのダイビング

4.11.1 高度クラス、高度警告、およびダイ
ビング後の飛行機搭乗待機時間

高地への移動は、ダイビングで浮上を始
める状況と似ています。人体は低い窒素分
圧に暴露され、窒素の排出が始まります。
ダイビング後は体内残留窒素量が多いた
め、通常は問題のない高度に上がるだけで
も、減圧症になる危険があります。そのた
め、Chromisは大気圧を定期的にモニター
し、それを体内残留窒素量と窒素排出を評
価します。Chromisが現在の体内残留窒素
量に対応しない大気圧の低下を検出する
と、潜在的に危険な状況を知らせる警告が
発生します。 
Chromisで体内残留窒素排出時間が残っ
ている場合は、ダイブメニューを選択して
現在の状態を参照することができます。 
中央の行に、体内残留窒素（DESAT）のテキ
ストとカウントダウン時間が表示されます。
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「no  dive」シンボルとカウントダウンタイ
マーが上の行に表示され、体内のマイクロ
バブル、CNS、または残留窒素が高いため
次のダイビングを行ってはいけない期間を
示します。

SELボタンを押すと、次のページの上の行に
「NO  FLY」シンボルとカウントダウン時間
が表示され、制限時間が終了すると消えま
す。 

右側のN2バーグラフは、体内残留窒素を示
します。

前回のダイビングからの経過時間が中央
の行に、INTテキストが下の行に表示され
ます。

ダイバーが移動してもよい高度がプラン
ナーメニューの最初のページに表示され
ます。禁止高度とは、現在の体内残留窒素
レベルでダイビングを行ってはならないと
Chromisが算出した高度であり、画面の2番
目の高度より上のレベルです。詳しくは、「
高度と減圧アルゴリズム」の章を参照してく
ださい。

現在の高度と高度クラスは、高度メーター
メニュー（ALTI）で確認できます。

F 注記：「NO  FLY」、「NO  DIVE」、および
高度制限シンボルは、発生していれば
日時画面にも表示されます。

警告
Chromisに「NO	 FLY」シンボルが表示され
た状態で飛行機に搭乗すると、重症または
死亡の危険性があります。
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4.11.2 高度と減圧アルゴリズム
大気圧は、高度と気象条件の関数です。このことはダイビングにおいて重要な側面となりま
す。これは、大気圧が体内への窒素の取り込みと排出に影響を与えるためです。 
Chromisでは、下図のように高度範囲を5つのクラスに分類しています。

気候条件の影響を受けて大気圧の切り替
えポイントは違うレベルになるため、高度
クラスは、おおよその高度に基づいて定義
されます。 

警告
高度クラス4では、Chromisはゲージモード
でしか機能しません（コンピューターモード
から自動的に切り替わります）。

F 注記：現在の高度クラスと高度は、高
度メーターを起動して確認できます。
この方法は「高度を確認する」を参照
してください。

F 注記：Chromisは高度を自動的に処
理します。大気圧を60秒間隔でモニ
ターし、大気圧の大幅な低下を検出
すると、次のオペレーションを行い
ます。新しい高度範囲と、もし該当す
る場合は禁止高度範囲を示します。 
体内残留窒素排出時間を示します。こ
のケースでは、新しい大気圧に適応す
るための時間です。この適応時間内に
ダイビングを開始すると、体内残留窒
素があるため、「反復潜水」と見なされ
ます。

4.11.3 禁止高度
ダイビング後の飛行機搭乗を含め、高地
に移動すると、人体は大気圧の低下に暴
露されます。飛行機搭乗待機時間と同様
に、Chromisはダイビング後に移動しても
安全な高度クラスと安全ではない高度クラ
スを示します。ダイビング終了後に車で山
を越えて帰宅する必要がある場合は、この
情報をプランナーメニューで確認すること
ができます。

中央の行の左側には現在の高度クラスが、
右側には禁止高度が表示されます。上の
例では、現在ダイバーは高度クラス2にい
て、3000m以上の高度（クラス3）に移動して
はいけません。
上の行で時間を増やすと、現在の高度クラ
スで時間が経過したことによって体内残留
窒素が排出され、許可される高度が高くな
ります。
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F 注記：反復潜水禁止シンボルがonの
場合、プランナーの上の行には、ダイ
ビングが再び可能になる時間が最初
に表示されます。高度への移動を計画
するには、時間を短くして禁止高度レ
ベルを下げることができます。

Chromisは高度警告を発します。現在の
体内残留窒素レベルでは移動に適さない
とChromisが判断した高度まで移動する
と、Chromisは高度警告によって警告しま
す。

4.11.4 高所の湖での減圧停止ダイビング
高所でも適切に減圧を行うために、高度
クラス1、2、3では3m（10フィート）の減圧
停止ステージが2m（7フィート）ステージと
4m（13フィート）ステージに細分されます。 
 
大気圧が610mbar（高度4000m/13300フィ
ート超）を下回ると、Chromisは減圧計算を
実行しなくなります（自動的にゲージモー
ドになります）。さらに、この高度ではダイ
ブプランナーも使用できなくなります。

4.12 警告とアラーム
Chromisは、危険性のある状況が発生し
たときに、警告とアラームでそれを通知し
ます。警告とアラームの設定を変更するに
は、PCインターフェースを使用する必要があ
ります。
警告が発生する状況は、ダイバーの注意が
必要ですが、これを見落としてもすぐに危
険になる訳ではありません。ユーザーの判
断で、それぞれの警告を有効化または無効
化できます。利用できる警告は以下のとお
りです。

4.12.1 CNs o2 = 75%
体内に蓄積された酸素量は、CNS  O2クロッ
クでトラッキングされます。計算されたCNS 
O2の値が75%に達すると、Chromisはビー
プ音を12秒間発し、%シンボルが右上隅で
点滅します。点滅は、CNS  O2の値が75%を
切るまで続きます。

4.12.2 無減圧限界時間=2分
意図せぬ減圧ダイビングを避けるために
は、無減圧限界時間が2分に達したときに
警告するようにChromisを設定できます。こ
れは、現在選択されているMBレベル無減
圧限界時間に適用されます（MBレベルで
のダイビングについては「mBレベルでのダ
イビング」の章を参照）。これにより、減圧停
止やレベル停止の義務が発生する前に浮
上を開始することが可能になります。 
Chromisはビープ音を12秒間発し、無減圧
限界時間が点滅します。ダイバーが適切な
深度まで浮上して無減圧限界時間が6分以
上になるか、減圧停止を開始するまで、点
滅は続きます。

4.12.3 減圧停止が必要になった
最初の減圧停止義務が発生したときに警
告するようにChromisを設定できます。この
警告により、水面に直接浮上できなくなっ
たことがダイバーに通知されます。 
無減圧限界時間が終了して、水面に浮上す
るまでに（L0）停止が必要になった場合、ビ
ープ音が鳴り、「DECO  STOP」シンボルが点
滅します（いずれも12秒間）。
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アラームは、ダイバーがすぐに対処する必
要がある状況を知らせるものであり、オフ
にすることはできません。次の5種類のアラ
ームがあります。

警告
-	 ゲージモードでは、すべての警告とアラ
ームが「OFF」になりますが、バッテリー残
量低下のアラームは例外です。
-	 Chromisを「SOUND	 OFF」モードに設定
すると、すべてのアラーム音と警告音がオ
フになります。

4.12.4 浮上速度

ダイビング中に浮上すると、環境圧が低下
します。浮上速度が速すぎると、圧力の急
激な低下によってマイクロバブルが形成さ
れます。逆に、浮上速度が遅すぎると、高い
環境圧への暴露が長期化することにより、
体内の細胞の一部（または全部）に窒素が
より多く蓄積されます。したがって、マイク
ロバブルの形成を最低限に抑えつつ、窒素
の蓄積も最低限に抑えられる最適な浮上
速度があります。 

深度が浅いより深い方が、より大きな圧力
低下があってもマイクロバブルが大量に発
生せず、ダイバーの体への影響が少なくな
ります。重要な要因は、圧力がどれくらい低
下したのかではなく、環境圧に対する圧力
低下の比率です。このことから、深海での浮
上速度は、浅海より速くなります。  

これに基づき、Chromisでは変動のある浮
上速度を採用しています。浮上速度の範囲
は7～20m/分（23～66フィート/分）です。以
下の表に、深度範囲とそれに対応する速度
を示します。

深度 浮上速度
m ft m/分 ft/分
0 0 7 23

6 20 8 26

12 40 9 29

18 60 10 33

23 75 11 36

27 88 13 43

31 101 15 49

35 115 17 56

39 128 18 59

44 144 19 62

50 164 20 66

浮上速度が最適な値の110%をオーバーす
ると、「sLoW」シンボルが表示されます。最
適浮上速度の140%を超えると、「sLoW」シ
ンボルが点滅します。

また、最適浮上速度の110%を超えると、アラ
ーム音が鳴ります。アラーム音は、最適浮上
速度からの超過率に比例して強くなります。
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浮上速度が速すぎる場合、マイクロバブル
が形成される危険性があるため、無減圧範
囲内であっても減圧停止が指示される場
合があります。 
深い場所からゆっくり浮上すると体内残留
窒素量が増え、減圧停止時間と合計浮上時
間の両方が長くなります。深度が浅い場合
は、ゆっくり浮上することで減圧停止時間が
短くなります。 
浮上速度オーバーが長時間続くと、ログブ
ックに記録されます。

警告
最適浮上速度は、いかなる場合でもオー
バーしてはなりません。これは、血管内にマ
イクロバブルが形成され、重症や死亡の
危険性があるためです。

浮上速度が最適値の110%以上である限
り、アラームは鳴り続けます。

4.12.5 moD/ppo2 

警告
-	 MODより深い場所へ潜行しないでくださ
い。このアラームを無視すると、酸素中毒
の危険性があります。
-	 ppO2の値が1.6barを超えると、突然のけ
いれんにより、重症または死亡の危険性
があります。

MODを超えると、上の行でMODが「MAX」
シンボル付きで点滅し、MODをどれくらい
超過したのかを確認できます。さらに、ビー
プ音も起動します。深度の点滅とビープ音
は、MODより浅い場所に浮上するまで鳴り
続けます。

4.12.6 CNs o2 = 100%

警告
CNS	O2が100%に達すると、酸素中毒の危
険性があります。ダイビングの中止手順に
入ってください。

体内に蓄積された酸素量は、CNS  O2クロッ
クでトラッキングされます。計算されたCNS 
O2の値が100%に達すると、Chromisはビー
プ音を12秒間発し、O2  %  MAXシンボルが
右上隅で点滅します。点滅は、CNS  O2の値
が100%を切るまで続きます。

シグナル音は、CNS  O2の値が100%以上で
推移している間、あるいはダイバーが浮上
するまで続きます。

4.12.7 減圧停止を怠った

警告
減圧停止の指示を無視すると、重症や死
亡の危険性があります。

減圧停止が必要であるにも関わらず、指示
された停止深度の0.5m/2フィート以上上に
ダイバーが浮上すると、Chromisはアラー
ムを発します。現在の深度と、指示された停
止深度が点滅を始め、ビープ音が鳴り始め
ます。このアラームは、必要な停止深度の
0.5m/2フィート以上上にいる限り続きます。
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4.12.8 バッテリー残量低下

警告
ダイビング前にバッテリーシンボルが画面
で点滅しているときは、ダイビングを行わ
ないでください。コンピューターの機能が
ダイビング中に停止する可能性があり、重
症や死亡の危険性があります。

ダイビング中は、次の2種類の方法でバッ
テリー状態に関するアラートが発生します。 
画面にバッテリーシンボルが点灯する。こ
の場合、ダイビングを無事に終了できます
が、ダイビング後にバッテリーを交換する
必要があります。
画面にバッテリーシンボルが点滅する。こ
の場合、コンピューターが正しく機能せず、
停止する可能性があるため、速やかにダイ
ビング中止作業を始める必要があります。
バッテリーシンボルが点滅すると、バックラ
イトを使用できなくなり、警告音とアラーム
音が鳴らなくなります。

4.13 ゲージモード

Chromisをゲージモードに設定すると、深
度、時間、温度のモニターのみが行われ、減
圧計算は一切行われません。体内残留窒素
が完全に排出されている場合のみ、ゲージ
モードに切り替えることができます。バッテ
リー残量低下アラームを除き、すべての警
告およびアラーム（音声と画面表示）が無
効化されます。

警告
ゲージモードでのダイビングは、ご自分の
責任で実施してください。ゲージモードで
のダイビング終了後、次にこのコンピュー
ターで減圧ダイビングを行うまでは、48時
間以上あけてください。

ゲージモードでは、ダイビング終了後に体
内残留窒素排出時間もCNS  O2%の値も表
示されません。ただし、最大48時間の水面
休息時間と48時間の飛行機搭乗待機時間
は表示されます。この飛行機搭乗待機時間
は、コンピューターモードへの切り替えが
可能になるまでの時間でもあります。

ゲージモードでのダイビング終了後は、中
央の行に潜水時間が表示されます。下の
行にはストップウォッチが表示され、潜水
開始時間からの（または前回手動で再開し
てからの）時間をカウントします。上の行に
は、最大潜水深度が表示されます。5分間の
タイムアウト後、画面はゲージメニューモー
ドに変わります。

ゲージモードでのダイビング中は、下の行
にストップウォッチが表示されます。-ボタ
ンを押すとストップウォッチが停止します。
ストップウォッチが停止した状態で-ボタン
を押し続けると、ストップウォッチがリセット
され、再開します。 

ゲージモードでは、平均深度をリセットで
きます。平均深度をリセットするには、+ボ
タンを押し続けます。

通常のコンピューターモードと同じく、+ボ
タンを押すと、中央の行に時刻が5秒間表
示され、上の行にその他の情報が表示され
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ます。下の画面では、現在時刻を選択して
おり（10時1秒過ぎ）、水温は20℃です。

その他の情報は、次の順序で選択できます。
1. 最大深度（1m/3フィートへの浮上を検出
した場合のみ）
2. 水温
3. 平均深度
4. 現在時刻（下の行）、水温（上の行）

4.14 アプネアモード

Chromisには、最先端のアプネアダイビン
グモードが搭載されています。主な特長と
しては、通常のスキューバモードよりサンプ
リング速度が高速で、アラーム機能がアプ
ネアダイビングに最適化されています。 
アプネアモードでは、最大深度を正確に測
るために、0.25秒間隔で深度を測定します。
ログブックには1秒間隔でデータが保存さ
れます。保存されるデータの量が増えるほ
どより多くの空き容量が必要になるため、
アプネアモードでは約10時間分のログデ
ータが保存されます。
アプネアモードで-ボタンを押し続けると、
ダイビングを手動で開始または停止するこ
ともできます。このため、通常のスキューバ

ダイビングのように水深0.8mからダイビン
グが始まるのではないスタティックアプネ
アでもChromisを使用できます。
ゲージモードと同じく、減圧計算は行われ
ません。体内残留窒素が完全に排出されて
いる場合のみ、ゲージモードに切り替える
ことができます。
水面休息中は、アプネアセッションで行わ
れたダイビングの連番が上の行に表示さ
れ、潜水時間と深度が中央の行に表示され
ます。下の行には、水面休息時間カウンタ
ーが15分間カウントし、反復潜水を行わな
いとアプネアメニュー画面に戻ります。 

ダイビング中のアプネアモード画面では、
上の行にダイビングの連番が表示されま
す。中央の行には潜水時間（秒）と最大深度
が表示されます。下の行には、浮上速度が
表示されます。
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4.15 スイムモード
ダイブサイトを探しているときなどに、水面
で距離を測定できると便利です。
Chromisで水面での練習を有効化すると、
キックサイクル数をカウントし、練習中の距
離を確認することができます。当然ながら、
サイクルをカウントするために、Chromisは
足首に装着します。 
Chromisは、水面休息モードで+を長押しす
ることによってスイムモードに設定できま
す。スイムモードは該当メニューから起動
する必要があります。 

F 注記：スイムモードは水面のみで機能
します。3m/10フィート以下に潜ると、
ダイブモードが自動的にアクティブに
なります。

スイムモードでは、上の行にキック数が表
示されます。中央では、開始後の経過時間
がカウントされます。変換された距離が、下
の行に表示されます。

5. Chromis PCインターフェース

5.1 クレードル - アクセサリー
ChromisとPC/Macの間の通信には、クレードルが必須です。クレードルはスキューバプロ認
定代理店から購入できます。

Chromisとクレードルの間の通信は、ケースの接触面で確立されます。従って、クレードルの
水接点またはスプリング接点の表面に汚れがある場合は、使用前に布で拭いてください。 
Chromisの傷を予防するには、接点をまとめてから、Chromisをクレードルにカチっと置きます。
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5.2 スキューバプロLogTrAKの
概要

LogTRAKは、ChromisがWindowsベースPC
またはMac  OSと通信するために必要なソ
フトウェアです。 
これらのいずれかの機能を利用するには、
クレードルでPCとChromisの間の通信を確
立する必要があります。 
通信を開始するには
1. クレードルをPCに接続します。
2. PCでLogTRAKを起動します。
3. クレードルを接続したシリアルポートを
選択します。

  Extras -> Options -> download

  Chromisクレードル用に使用するCOM
ポートを選択します。

4. Chromisをクレードルに置きます。

5.2.1 ダイブプロファイルをダウンロー
ドする

LogTrakで［Dive］  -> ［Cradle:  Download 
Dives］の順に選択して、Chromisのログブッ
クをPCまたはMacに転送できます。 
3つのメイン画面があり、それぞれダイブロ
グの決まった部分を示します。

• 「Profile」は、ダイビングをグラフィカル
なデータで示します。 

• 「Details」は、機材やタンクに関する情
報などを編集するための画面です。

• 「Location」は、ダイビングポイントを世
界地図に表します。

ビューの選択タブはメインウィンドウの一
番上にあります。
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5.2.2 Chromisの警告/設定を変更し、
コンピューター情報を読む

［Extras］  -> ［Dive  Computer  settings］を
選択すると、Chromisのメニューでは変更
できない警告を有効化/無効化できます。

Chromisで変更可能な選択については、「
警告とアラーム」の章を参照してください。
表示単位をメートル法かヤード・ポンド
法に変更することもできます。［Extras］  -> 
［Options］  -> ［measurement  units］の順
に選択します。 

6. Chromisのお手入れ

6.1 技術情報
動作可能高度： 
•  減圧あり-海抜0～約4000m/13300フィ
ート
•  減圧なし（ゲージモード）-すべての高度

最大動作深度： 
•  120m/394フィート（0.1m～99.9m刻み、
深度100m以上で1m刻み。

フィートの場合、常に1フィート刻み。精度
2% ±0.2m/1フィート以内。）

減圧計算範囲： 
•  0.8～120m/3～394フィート

時計： 
•  クォーツ時計、時刻、日付、潜水時間（199
分まで表示）

酸素濃度： 
•  21%～100%で調整可能

動作可能温度： 
•  -10℃～+50℃/14F～122F

電源： 
•  CR2430リチウムバッテリー

バッテリー寿命： 
•  約2年または潜水300本のいずれか早い
方。実際のバッテリー寿命は、年間の潜
水回数、毎回の潜水時間、水温、バックラ
イト使用の有無によって異なります。 

6.2 メンテナンス
2年に一度、スキューバプロ認定代理店に
依頼して深度の精度を確認してください。
これを除くと、Chromisのメンテナンスはほ
とんど必要ありません。必要なメンテナン
スは、ダイビング後に必ず真水でしっかり
洗い流し、必要に応じてバッテリーを交換
するだけです。Chromisの故障を防ぐため
に、次の推奨事項を守ると、長期間にわた
って問題なく使い続けることができます。
-  落としたり衝撃を与えないでください。
-  強い直射日光にさらさないでください。
-  密封された容器に入れて保管せず、換気
を保ってください。

水検知で問題が発生した場合、せっけん水
で洗浄し、完全に乾燥させてください。水検
知部にはシリコングリースを使用しないで
ください。
-  溶剤を含む液体で洗浄しないでくださ
い。

-  ダイビング前に、必ずバッテリー残量を
確認してください。

-  バッテリー警告が表示された場合は、バ
ッテリーを交換してください。
-  画面にエラーメッセージが表示された
場合、Chromisをスキューバプロ認定代
理店にお持ちください。
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6.3 Chromisのバッテリーを交
換する

警告
Chromisのバッテリー交換は、スキューバ
プロ認定代理店に依頼することをお勧め
します。水の浸入を防ぐために、バッテリ
ー交換は注意して行う必要があります。不
適切なバッテリー交換による損傷につい
ては保証の範囲外となります。

Chromisは、不揮発性の記憶域に体内残留
窒素の情報を記録するため、ダイビング前
後のいつでもバッテリーを交換でき、情報
が失われることはありません。

F 注記：
-  ダイビング後の水面休息中、Chromis
は体内残留窒素が完全に排出され
るまで、体内残留窒素データを1時間
に一度保存します。体内残留窒素の
排出中にバッテリーを交換しても、
体内残留窒素データは失われません
が、Chromisは最後に保存されたデー
タセットを参照します。したがって、バ
ッテリー交換後に水面休息モードで
表示されるデータ（体内残留窒素排出
時間、水面休息時間、飛行機搭乗待機
時間、CNS O2）は、バッテリー交換直前
まで表示されていた値と異なる可能
性があります。

-  バッテリーの交換後に日付と時刻を
設定する必要があります。

-  Chromisを開けたときは必ずOリング
を交換してください。

-  ねじは正しいトルクで締めてくださ
い。

6.4 保証
Chromisには、製品の品質と機能の不良を
カバーする2年間の保証が付帯します。この
保証は、スキューバプロ認定販売店から購
入したダイブコンピューターのみが対象と
なります。保証期間中に修理や交換を行っ
ても、保証期間は延長されません。
以下の原因による故障や不具合は保証の
対象外となります。
-  過度の摩耗 
-  外装への影響（輸送時の破損、強くぶつ
けたことによる破損、天候やその他の自
然現象による影響）

-  メーカーから認定を受けていない人物
がダイブコンピューターをメンテナンス、
修理、あるいは開いた場合

-  水中で行わない圧力テスト
-  ダイビング中の事故
-  バッテリーキャップの不適切な装着
欧州連合では、本製品の保証は各EU加盟
国で施行されているEU法によって管理さ
れます。
すべての保証は、日付を明記した購入証明
書をスキューバプロ認定代理店に提出する
ことにより請求する必要があります。お近く
の代理店は、www.scubapro.comでご確認
ください。

あなたのダイブ器具は、リサイクルおよび再利用が可能な高品質なコンポーネント
から製造されています。�
ただし、これらのコンポーネントは廃棄電子・電気機器の規制に従って正しく管理し
なければ、環境および／または人間の健康に悪影響を与える可能性があります。
欧州連合加盟国にお住まいのお客様は、EU指令2012/19/UEに従ってお近くの回収
拠点に古い製品を返却することで、環境および健康保護に貢献していただけます。�
回収拠点とは、具体的には、一部の製品販売店および地方自治体が提供するもの
です。
左にリサイクルマークの付いた製品は、通常の家庭ごみとして廃棄してはいけません。
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7. 用語
AVG：  平均深度。計算は、ダイビング開始時点から、あるいはリセット時点から

開始されます。

CNS O2：  中枢神経系に対する酸素有害度。 

DESAT： 体内残留窒素排出時間。ダイビング中に蓄積された窒素を完全に排出
するために必要な時間。

潜水時間： 0.8m/3フィート以上の深度で過ごした時間。

ガス： ZH-L8 ADT MBアルゴリズムに設定されたメインガスを指します。

現地時間： 現地タイムゾーンでの時刻。

最大深度： ダイビング中の最大深度。 

MB： マイクロバブル。ダイビング中およびダイビング後にダイバーの体内に
蓄積される小さな気泡。

MBレベル： SCUBAPROのカスタマイズ可能なアルゴリズムにおける6つのステップ
またはレベルのいずれか。 

MOD： 最大行動可能深度。酸素分圧（ppO2）が最大許容レベル（ppO2max）に
達する深度。MODより深く潜ると、ppO2が危険なレベルになります。 

マルチガス： 複数の呼吸用ガス（エアおよび/またはナイトロックス）を使用するダイ
ビング。

ナイトロック
ス：

酸素と窒素から構成される呼吸用ガスで、酸素濃度は22%以上です。本
書では、エアをナイトロックスの一部と見なします。

NO FLY： 飛行機に登場するまでダイバーが最低限待機すべき時間。

無減圧限界
時間：

ダイバーが現在の深度に留まることが許され、減圧停止を行わずに水
面まで直接浮上しても良い時間。

O2： 酸素。

%O2： ダイブコンピューターですべての計算に使用される酸素濃度。

PDIS： プロファイル依存中間ストップとは、Meridianが追加で指示するディー
プストップであり、第3、第4、第5のコンパートメントで窒素排出が始まり
ます。

ppO2： 酸素分圧。呼吸用ガスに含まれる酸素の圧力。深度と酸素濃度の関数で
す。1.6barより高いppO2は危険だとみなされます。

ppO2max： ppO2の最大許容値。酸素濃度と共に、MODを規定します。

押す： いずれかのボタンを押して放す動作。

押し続ける： いずれかのボタンを1秒間押し続けてから放す動作。

INT.： 水面休息時間。ダイビング終了時点からの時間。

SOSモード： 必須の減圧停止の一部を行わずにダイビングを終了すると、このモード
になります。

ストップウォ
ッチ：

ダイビング中の任意の工程を計測するためなどに使用します。

UTC： 協定世界時。旅行中のタイムゾーンの変化に対応します。
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